
（別紙３）

〜 令和8年 1 ⽉ 31 ⽇

（対象者数） 15 （回答者数） 11

〜 令和8年 1 ⽉ 31 ⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

計画通りに療育を⾏うことではなく、その⽇の⼦ども
が「何に興味を持ち、どう過ごしたか」を成果の指標
にする。職員間で連携を持ちあらかじめ予測を共有し
ておく。活動変更がスムーズにできるよう、代替案
（⾬天時⽤や、静かな活動⽤）の資材を常にセットし
ておく

2

地域の⽅々などを施設にお呼びしたり交流を通して特性のあ
る⼦どもたちへの理解を深めて頂き地域の中で⽣きづらさを
軽減できるようにしていき⾃⼰肯定感を⾼められるような機
会を増やしたい。

3

週毎のプログラムを⽤意している。 週毎のプログラムを要しているが、その⽇の⼦どもたちの様
⼦や、体調を考慮して活動内容を柔軟に変更できる体制を整
えている。

地域資源を活⽤できる機会を設けている。 地域との交流を持てるような働きかけを⾏い、活動の機会を
頂いている。

令和7年 2 ⽉ 1 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年12⽉15⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 エスタディオスポーツ狭間

○保護者評価実施期間 令和7年 2 ⽉ 1 ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


